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家族とのつながり　　
長田ひかり（桶川中学校１年）

家庭の日　　
本木　陽菜（加納中学校２年）

幸せ家族　三村　莉杏（川田谷小学校５年）

家庭の日はバスに乗って出かけたいな
府川　智洋（桶川小学校６年）

～市民大会講演会より～家族
の宝を輝く未来へ

　

皆
さ
ん
は
自
分
の
お
子
さ
ん
に
何
を
望
む

で
し
ょ
う
か
。

　

笹
島
先
生
は
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
亡
く
な
っ

た
子
の
お
話
を
し
な
が
ら
「
生
き
て
る
だ
け

で
百
点
満
点
、
生
ま
れ
て
き
た
だ
け
で
と
て

も
幸
せ
な
こ
と
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
「
全
て
の
子
ど
も
は
幸
せ
に
な
る
た
め
だ

け
に
生
ま
れ
て
き
ま
す
」

　

子
ど
も
の
幸
せ
を
願
わ
な
い
親
は
い
な
い

で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
は
何
を
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
ま
ず

し
っ
か
り
子
ど
も
と
向
き
合
う
こ
と
。
そ
し

て
子
ど
も
の
話
を
聞
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
も
批

判
も
せ
ず
に
そ
の
思
い
を
き
ち
ん
と
受
け
止

め
る
こ
と
。
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
い
、
子

ど
も
の
心
の
欲
求
を
満
た
し
て
あ
げ
る
こ
と
。

　

子
ど
も
の
心
の
欲
求
と
は
、
愛
さ
れ
た
い
、

認
め
ら
れ
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
す
。
こ
の

欲
求
が
満
た
さ
れ
な
い
と
き
、
子
ど
も
の
心

身
に
問
題
が
出
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。
中
学

生
ま
で
の
子
ど
も
の
問
題
行
動
は
、
実
は
子

ど
も
に
愛
情
を
注
げ
な
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
親
の
問
題
な
の
で
す
。

　

子
ど
も
が
育
っ
て
い
く
道
で
時
に
は
つ
ま

ず
い
た
り
、
転
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
親
の
愛
情
が
子
ど
も
に
伝

わ
っ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
。
子
ど
も
は
力
を
得

て
立
ち
上
が
り
、
自
分
で
道
を
切
り
開
い
て

い
き
ま
す
。
も
し
間
違
っ
た
こ
と
、
悪
い
こ

と
を
し
た
ら
、
そ
の
と
き
は
し
っ
か
り
子
ど

も
と
向
き
合
い
、
子
ど
も
の
目
を
見
て
、
真

剣
に
二
度
と
や
っ
て
は
い
け
な
い
と
伝
え
る

こ
と
。「
大
好
き
な
親
が
涙
を
浮
か
べ
て
伝

え
れ
ば
、
必
ず
伝
わ
り
ま
す
。」

　

こ
う
し
て
豊
か
な
心
を
持
ち
、
社
会
適
応

で
き
る
人
間
に
育
て
る
こ
と
が
子
育
て
の
最

終
目
標
で
す
。

　
「
子
ど
も
は
学
校
や
地
域
の
中
で
成
長
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
に
問
題
行
動
の
あ
る

お
子
さ
ん
が
い
れ
ば
、
自
然
に
影
響
を
受
け

ま
す
。
で
す
か
ら
、
自
分
の
子
ど
も
だ
け
で

な
く
、
周
り
の
子
ど
も
に
も
声
を
か
け
、
ほ

め
た
り
、
励
ま
し
た
り
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
そ
う
す
れ
ば
思
春
期
の
難
し
い
時
期
に

差
し
か
か
っ
て
も
、
自
分
に
声
を
か
け
て
く

れ
て
い
た
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
の
言
う
こ

と
な
ら
聞
き
ま
す
よ
。」

　

し
ん
と
静
ま
り
返
っ
た
会
場
は
、
親
を
は

じ
め
、
子
ど
も
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
で

子
ど
も
の
成
長
に
か
か
わ
っ
て
い
る
方
ば
か

り
。
皆
さ
ん
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
指
針
に
も
な
り
、
励
ま
し
に
も

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
江
）



家
庭
の
日
は
バ
ス
に
乗
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
出
か
け
た
い
な

桶
川
小
学
校　
　

府
川
　
智
洋

幸
せ
家
族川

田
谷
小
学
校　

三
村
　
莉
杏

家
庭
の
日加

納
中
学
校　
　

本
木
　
陽
菜

家
族
と
の
つ
な
が
り

桶
川
中
学
校　
　

長
田
ひ
か
り

「
家
庭
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞

家
族
の
絆桶

川
西
小
学
校　

斉
藤
希
美
香

家
族
の
笑
顔

桶
川
西
小
学
校　

印
南
　
真
穂

明
る
い
家
族
の
笑
顔

桶
川
西
小
学
校　

玉
地
　
　
緑

家
庭
の
日加

納
中
学
校　
　

柄
島
　
未
帆

家
庭
の
日

　 

加
納
中
学
校　
　

岩
﨑
　
桃
香

家
族
一
緒
の
楽
し
い
食
事

桶
川
西
中
学
校　

矢
澤
　
真
友

優
良
賞

②

　
九
月
十
日
㈯
、
埼
玉
県
等
が
主
催
す
る

「
未
来
を
担
う
私
た
ち
の
主
張
（
青
少
年
の

主
張
大
会
）」
が
開
催
さ
れ
、
加
納
小
六

年
の
住
吉
舞
羽
さ
ん
が
、
小
学
生
の
部
一

万
二
千
七
百
十
一
名
も
の
応
募
の
中
か
ら
、

優
良
賞
（
三
名
）
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
四
日
（
木
）
青
少
年
育
成
埼

玉
県
民
会
議
の
表
彰
式
が
知
事
公
館
に
お
い

て
行
わ
れ
、
桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民

会
議
会
長
の
辻
本
健
次
郎
氏
が
青
少
年
育
成

功
労
賞
を
受
賞
し
、
県
民
会
議
会
長
で
あ
る

上
田
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議
会
長
よ
り
表
彰

桶
川
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団	

岩
崎
　
　
尚

桶
川
地
区
更
生
保
護
女
性
会	

金
子
　
久
江

鴻
巣
地
区
保
護
司
会
桶
川
支
部	

	

清
水
　
澄
兄

桶
川
カ
ー
デ
ィ
ナ
ル
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団	

鈴
木
　
健
郎

桶
川
市
区
長
会		

鈴
木
麻
理
子
・
榎
本
　
薫

桶
川
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会	

千
葉
素
乃
子

桶
川
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団	

長
瀬
　
浩
二

桶
川
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ	

野
口
由
美
子

桶
川
イ
ー
グ
ル
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団	

鳩
貝
　
浩
一

Ｉ
・
Ｋ
・
Ｏ
剛
柔
流
空
手
道
桶
川
空
手
道
会	

藤
井
　
里
美

桶
川
北
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ	

宗
像
　
秀
子

川
田
谷
ベ
ア
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団	 	

安
川
　
永
二

桶
川
西
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ	

綿
貫
　
憲
次

未
来
を
担
う
私
た
ち
の
主
張
大
会
で
表
彰

　

青
少
年
健
全
育
成
功
労
賞
表
彰

埼
玉
県
立
桶
川
高
等
学
校	

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

善
行
賞
表
彰

作品については桶川市公式ページhttp://www.city.okegawa.lg.jp　分野別一覧→自治・文化→教育→青少年健全育成市民会議から見ることができます。

「
私
た
ち
の
主
張
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

東
日
本
大
震
災
か
ら
平
和
を
考
え
る

川
田
谷
小
学
校　

根
岸
　
由
梨

節
約
で
つ
か
む
未
来

桶
川
東
小
学
校　

阿
部
な
な
子

一
歩
一
歩
前
へ
・
・
・

加
納
中
学
校　
　

斉
藤
　
束
紗

ソ
マ
リ
ア
の
人
々
に
「
希
望
」
を

加
納
中
学
校　
　

髙
橋
　
美
晴

優
秀
賞

私
の
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

加
納
小
学
校　
　

門
馬
　
杏
美

私
が
あ
こ
が
れ
る
職
業

桶
川
小
学
校　
　

小
川
　
千
尋

私
が
思
う
こ
と

桶
川
東
小
学
校　

菱
沼
　
野
花

努
力
の
天
才

桶
川
西
中
学
校　

永
峰
　
若
菜

努
力
　 

桶
川
西
中
学
校　

永
峰
　
穂
果

私
が
今
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

加
納
中
学
校　
　

大
淵
　
成
美

※
敬
称
略

優
良
賞

　

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日

（
日
）
桶
川
東
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、「
第
二
十
四
回
桶
川
市
青
少
年
健
全

育
成
市
民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
に
続
き
、
青
少
年
育
成
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
・
保
護
司
の
笹
島
千
代
子

先
生
に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、「
青
少
年
育
成
功
労
賞
」「
善
行

賞
」
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
、
市

内
の
小
・
中
学
生
が
夏
休
み
中
に
取
り

組
ん
だ
「
私
た
ち
の
主
張
」
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
及
び
「
家
庭
の
日
」
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
表
彰
及
び
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
の
朗
読
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

講
演
や
作
文
の
朗
読
を
通
し
て
、
家

族
の
愛
情
や
助
け
合
い
の
大
切
さ
を
実

感
す
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。　
（
小
）

第
二
十
四
回
桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会
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桶川市青少年健全育成市民会議年間事業
平
成
二
十
三
年
度

桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
総
会

　

五
月
十
四
日
（
土
）、
桶
川
東
公
民
館
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
今
年
度
の
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
少
年
メ
デ
ィ
ア
研
究

協
会
理
事
、
下
田
真
理
子
先
生
を
お
迎
え
し
、『
地

域
で　

家
庭
で　

青
少
年
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

～
ネ
ッ
ト
遊
び
の
現
状
と
大
人
の
役
割
～
』
と
い

う
演
題
で
ケ
ー
タ
イ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険

性
と
大
人
の
役
割
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
）

　

五
月
八
日（
日
）、
ま
だ
東
日
本
大

震
災
の
恐
怖
さ
め
や
ら
ぬ
中
、
実
行

委
員
会
等
、
慎
重
審
議
を
重
ね
た
結

果
、
構
成
団
体
の
皆
様
を
は
じ
め
、

行
政
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
無
事
第
二
回
の
フ
ェ
ス

タ
を
駅
西
口
公
園
に
お
い
て
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
震
災
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
込
め
て
黙

と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。
当
日
は
雲
一

つ
な
い
五
月
晴
れ
と
な
り
、
模
擬
店

の
か
き
氷
が
す
ぐ
に
完
売
す
る
程
の

暑
い
暑
い
夏
日
と
な
り
ま
し
た
。
東

北
地
方
の
復
興
支
援
を
目
的
と
し
た

フ
ェ
ス
タ
は
、
歩
行
者
天
国
の
マ
ロ

ニ
エ
通
り
か
ら
け
や
き
通
り
に
至
る

ま
で
会
場
は
人
、
人
、
人
ま
た
人
で

大
盛
況
で
し
た
。
ま
た
、
炭
の
会
に

作
っ
て
い
た
だ
い
た
七
〇
以
上
も
の

竹
製
の
義
援
金
箱
に
は
、
多
額
の
義

援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

災
難
は
い
つ
身
に
ふ
り
か
か
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。『
明
日
は
我
が
身
』

と
、
来
年
に
向
け
て
気
を
引
き
締
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
渋
）

非行防止キャンペーン
　７月１日（金）、桶川駅周辺にて非行防止街頭
キャンペーンが
行 わ れ ま し た。
市民会議構成団
体 を は じ め、 上
尾 警 察、 市 職 員
が参加して青少
年の非行防止を
訴えました。　（加）

◆　◆　◆　◆　◆　◆
　11月３日（木・祝）桶川市民まつりにおいて、非
行防止キャンペーンが歩行者天国でにぎわう中
山道で行われました。巡回指導員をはじめ、市

民会議構成団体
関係者が、風船
やリーフレット
を手渡しながら
青少年の非行防
止 を 訴 え ま し
た。　　　（佐）

桶川市子ども教室は、市民会議の事業として現在「桶っ子クラブ」と「あそびっ子」が開催されています。
違う学校や学年の子、また地域の方々と知り合えるよい場となり、各教室とも子どもたちの元気な声があふれています。

　

十
一
月
十
二
日
（
土
）、
前
日
か
ら
の

雨
も
上
が
り
、
澄
み
き
っ
た
快
晴
の
朝
、

四
十
四
組
一
二
〇
名
を
超
え
る
参
加
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
教
育
委
員
会
前
→
べ
に
花
ふ

る
さ
と
館
→
後
谷
公
園
→
加
納
小
学
校
→

坂
田
弁
天
公
園
を
通
り
教
育
委
員
会
前
に

戻
っ
て
来
る
、
約
九
キ
ロ
の
コ
ー
ス
。
桶

川
の
歴
史
に
関
連
す
る
ク
イ
ズ
を
解
き
な

が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　

途
中
の

チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト

で
は
親
子

で
記
念
写

真
を
撮
っ

た
り
、
縄

文
人
に
扮

し
た
市
の

職
員
か
ら

ク
イ
ズ
の

ヒ
ン
ト
を

も
ら
っ
た

り
し
な
が

ら
、
土
や

緑
の
香
り

の
中
、
地

図
を
片
手

に
歩
み
を

進
め
ま
し

た
。
車
道
横
断
の
際
は
、
加
納
小
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
方
々
の
ご
協
力
で
安
全
に
歩
け
ま

し
た
。
達
成
感
で
充
実
し
た
明
る
い
表

情
で
、
全
員
が
目
標
時
間
内
に
ゴ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

年
明
け

は
、
川
田

谷
地
区
で

行
わ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ

奮
っ
て
ご

参
加
く
だ

さ
い
。（
吉
）

桶 子川 ど 教市 も 室

桶っ子クラブ ● ● ●

　桶川集会所（ユニティ）で、ゲーム、工作など毎回違う内容で開催されています。家ではでき
ない遊びや道具の使い方を教えてもらうことができ、子どもだけでなく大人もいつも楽しみにし
ているようです。

あそびっ子 ● ● ●

　朝日小学校の校庭や体育館で、ドッヂボール、バスケ、バドミントンなど、みんな自由に遊ん
でいます。男女、他学年一緒はもちろん、親子で、夫婦でと相手も自由です。それぞれ皆、体を
動かしいい汗かいてます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （藤）

お
け
が
わ

春
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

♡♥♡♥



④

調査場所 Ａ店（スーパー） Ｂ店（ドラッグストア）

調
　
　
査
　
　
内
　
　
容

万引き件数

多い時間帯

万 引 き を
す る 青 少
年 の 特 徴

お店の対応

親 の 対 応

万引きは犯罪！！
－すべての悪のゲートウェイ（入口）－

編

後
集

記

万引きは悪いことをして悪いことと感じなくなる･･･非行の第一歩です
　近年万引きをする青少年が増加しています。市内２店舗にご協力をいただき、万引きの現状についてお話を伺いました。
実状は想像以上に深刻なものでした。

　

一
面
で
ご
紹
介
し
た
笹
島
先
生
は
少

年
補
導
員
と
し
て
長
く
ご
活
躍
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
「
人
と
し
て
し
て
は
い
け
な
い
こ
と

は
人
を
だ
ま
す
こ
と
、
傷
つ
け
る
こ
と
、

人
の
も
の
を
盗
む
こ
と
の
三
つ
。
こ
れ

を
し
た
と
き
、
親
は
真
剣
に
子
ど
も
を

諭
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。」

　

こ
こ
を
す
り
抜
け
て
し
ま
う
と
、
子

ど
も
の
行
為
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
。
大
切
な
人
生
を
台
無
し
に
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

の
で
す
。
ま
さ
に
、『
初
め
が
肝
心
』

な
の
で
す
。
親
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
の

私
た
ち
が
「
悪
い
こ
と
は
悪
い
」
と
子

ど
も
に
教
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
か
け

が
え
の
な
い
子
ど
も
の
未
来
の
た
め
に
。

（
江
）

万
引
き
は
犯
罪
で
す

　
今
回
の
ひ
ま
わ
り
は
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
犯
罪
『
万
引
き
』
に
つ
い
て
特
集
し

ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
感
想
を
も
た
れ

ま
し
た
か
。
他
人
や
店
の
物
を
盗
ら
な

い
の
は
当
然
で
す
が
、
人
の
目
を
盗
む

こ
と
を
ス
リ
ル
と
勘
違
い
し
て
、
罪
悪

感
で
は
な
く
、
お
も
し
ろ
く
て
楽
し
い

こ
と
に
す
り
替
え
て
し
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　 （
大
）

　万引きで捕まった子ど
もは「自分は捕まらない
と思った」「お金を払え
ばすむと思っていた」な
どと言ってるらしいが、
他人のものを盗んだら泥
棒なんだよ。

　家に帰って子どもの持
ち物をチェックしてみま
す。

　親としていざというと
き正面から向き合わなけ
れば。

　人としてのルールを守
らなくては･･･。

　子どもの遊びじゃな
い。れっきとした犯罪
だ。

　ある店長さんは「店
の営業に支障をきたす
し、本当なら見て見ぬ
ふりをしたい。でも、
この子たちの将来を考
えると放っておくこと
はできない。」とおっ
しゃっていました。大
変申し訳なく、かつあ
りがたいと思いました。

　物の善悪を教えられ
るのは親だけだから。
しっかりしなきゃ！！

　桶川の子どもたちが
万引きしているという
現実がとてもショック
です。

　万引きに物申す！自
分のものが盗られたら
どんな気持ちになりま
すか。

　子は親の心を実演す
る名優である。


